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(57)【要約】

【課題】処理剤タンクと処理剤ケースとを隣接して並べ

て配置した洗濯機において、処理剤タンクを取り出しや

すくして操作性の向上を図ることができる洗濯機を提供

する。

【解決手段】洗濯機は、１回の運転で用いる洗濯処理剤

の投入を受けるとともに、投入された洗濯処理剤を水槽

に供給する処理剤ケースと、複数回の運転に用いる洗濯

処理剤を貯留可能な処理剤タンクと、外箱内に設けられ

、外箱の天面部側が開放された開口部を有し、処理剤ケ

ース及び処理剤タンクを水平方向に並べて収容可能な収

容部と、を備える。処理剤ケースは、処理剤ケース及び

処理剤タンクが収容部に収容された状態で処理剤タンク

よりもユーザ側に位置し、処理剤タンクは、処理剤ケー

ス及び処理剤タンクが収容部に収容された状態で少なく

とも一部がユーザ側に露出している。処理剤タンク４０

は、処理剤ケース３０が収容部２１に収容された状態で

収容部２１からの着脱が可能である。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 外 箱 と 、

　 前 記 外 箱 内 に 設 け ら れ た 水 槽 と 、

　 １ 回 の 運 転 で 用 い る 洗 濯 処 理 剤 の 投 入 を 受 け る と と も に 、 投 入 さ れ た 前 記 洗 濯 処 理 剤 を

前 記 水 槽 に 供 給 す る 処 理 剤 ケ ー ス と 、

　 複 数 回 の 運 転 に 用 い る 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 可 能 な 処 理 剤 タ ン ク と 、

　 前 記 外 箱 内 に 設 け ら れ 、 前 記 外 箱 の 天 面 部 側 が 開 放 さ れ た 開 口 部 を 有 し 、 前 記 処 理 剤 ケ

ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク を 水 平 方 向 に 並 べ て 収 容 可 能 な 収 容 部 と 、 を 備 え 、

　 前 記 処 理 剤 ケ ー ス は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ

た 状 態 で 前 記 処 理 剤 タ ン ク よ り も ユ ー ザ 側 に 位 置 し 、

　 前 記 処 理 剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ

た 状 態 で 少 な く と も 一 部 が ユ ー ザ 側 に 露 出 し て お り 、

　 前 記 処 理 剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 前 記 収 容 部 か

ら の 取 り 外 し 及 び 又 は 前 記 収 容 部 へ の 装 着 が 可 能 で あ る

　 洗 濯 機 。

【 請 求 項 ２ 】

　 外 箱 と 、

　 前 記 外 箱 内 に 設 け ら れ た 水 槽 と 、

　 １ 回 の 運 転 で 用 い る 洗 濯 処 理 剤 の 投 入 を 受 け る と と も に 、 投 入 さ れ た 前 記 洗 濯 処 理 剤 を

前 記 水 槽 に 供 給 す る 処 理 剤 ケ ー ス と 、

　 複 数 回 の 運 転 に 用 い る 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 可 能 な 処 理 剤 タ ン ク と 、

　 前 記 外 箱 内 に 設 け ら れ 、 前 記 外 箱 の 天 面 部 側 が 開 放 さ れ た 開 口 部 を 有 し 、 前 記 処 理 剤 ケ

ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク を 水 平 方 向 に 並 べ て 収 容 可 能 な 収 容 部 と 、 を 備 え 、

　 前 記 処 理 剤 ケ ー ス は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ

た 状 態 で 前 記 処 理 剤 タ ン ク よ り も ユ ー ザ 側 に 位 置 し 、

　 前 記 処 理 剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ

た 状 態 で 少 な く と も 一 部 が ユ ー ザ 側 に 露 出 し て お り 、

　 前 記 処 理 剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス と 対 向 す る 側 に ユ ー ザ が 手 指 を 掛 け る こ と が 可

能 な 手 掛 け 部 を 有 し 、

　 前 記 手 掛 け 部 の 前 記 処 理 剤 ケ ー ス と 対 向 す る 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス

及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で ユ ー ザ 側 に 露 出 し て い る

　 洗 濯 機 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 収 容 部 は 、 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 前 記 処 理 剤 タ ン ク の

移 動 を 規 制 す る 規 制 部 を 有 し 、

　 前 記 処 理 剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 着 脱 可 能 に 前

記 規 制 部 と 互 い に 嵌 り 合 う 被 規 制 部 を 有 し 、

　 前 記 手 掛 け 部 は 、 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 規 制 部 と 前 記 被 規 制 部 と の 嵌 め 合 い が 外 れ る

位 置 ま で 引 き 上 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記 規 制 部 と 前 記 被 規 制 部 と が 嵌 り 合 っ た 状 態 よ り も 露

出 量 が 増 え る

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 洗 濯 機 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 手 掛 け 部 は 、 上 方 に 向 け て 窪 ま せ た 凹 部 を 有 し て い る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 洗 濯

機 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 凹 部 は 、 前 記 処 理 剤 タ ン ク の タ ン ク 本 体 に 向 か っ て 延 び て ユ ー ザ の 手 指 を 上 方 か ら

受 け る 上 端 部 を 有 す る

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 洗 濯 機 。

【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 凹 部 の 前 記 上 端 部 は 、 水 平 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 洗 濯 機 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 処 理 剤 ケ ー ス は 、 前 記 処 理 剤 タ ン ク と 対 向 す る 側 の 上 部 に 切 欠 き 部 を 有 す る 請 求 項

１ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 洗 濯 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 洗 濯 機 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 で は 、 ユ ー ザ の 利 便 性 向 上 の た め に 、 洗 濯 処 理 剤 を 自 動 投 入 用 の 処 理 剤 タ ン ク に 予

め 複 数 回 分 貯 留 し て お き 、 各 洗 濯 運 転 時 に 必 要 量 を 処 理 剤 タ ン ク か ら 自 動 的 に 投 入 す る 自

動 投 入 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 が 開 発 さ れ て い る 。 一 方 で 、 ユ ー ザ が 運 転 毎 に 処 理 剤 を 手 動 で

投 入 し た い と い う ニ ー ズ も 残 る 。 こ の た め 、 自 動 投 入 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 に お い て も 、 従

来 の 処 理 剤 ケ ー ス つ ま り １ 回 の 運 転 で 使 用 す る 洗 濯 処 理 剤 を 運 転 ご と に 手 動 で 投 入 す る た

め の 手 動 投 入 用 の 処 理 剤 ケ ー ス を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 処 理 剤 タ ン ク と 処 理 剤 ケ ー ス は 、 ユ ー ザ の 作 業 性 等 を 考 慮 す る と 、 相 互 に 近 接 し た 位 置

に 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 同 一 の 収 容 空 間 に お い て 、 ユ ー ザ の 作 業 頻 度 の 高 い

処 理 剤 ケ ー ス を ユ ー ザ の 近 く に 配 置 し 、 作 業 頻 度 の 低 い 処 理 剤 タ ン ク を ユ ー ザ か ら 離 れ た

位 置 に 配 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 製 品 の コ ン パ ク ト 化 の た め に は 、 処 理 剤 タ

ン ク と 処 理 剤 ケ ー ス と を で き る だ け 密 接 さ せ て 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ユ ー ザ は 、 処 理 剤 タ ン ク を 掃 除 す る た め に 定 期 的 に 機 外 に 取 り 出 す こ と が あ る 。 し か し

な が ら 、 上 記 の よ う な 場 合 、 処 理 剤 タ ン ク と 処 理 剤 ケ ー ス と の 間 に 隙 間 が な い た め 、 と り

わ け 処 理 剤 タ ン ク よ り も 寸 法 及 び 重 量 が 大 き い 処 理 剤 タ ン ク を 取 り 出 す こ と が 容 易 で は な

い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ０ １ １ ６ １ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 処 理 剤 タ ン ク と 処 理 剤 ケ ー ス と を 隣 接 し て 並 べ て 配 置 し た 洗 濯 機 に お い て 、 処

理 剤 タ ン ク を 取 り 出 し や す く し て 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 洗 濯 機 を 提 供 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 実 施 形 態 の 洗 濯 機 は 、 外 箱 と 、 前 記 外 箱 内 に 設 け ら れ た 水 槽 と 、 １ 回 の 運 転 で 用 い る 洗

濯 処 理 剤 の 投 入 を 受 け る と と も に 、 投 入 さ れ た 前 記 洗 濯 処 理 剤 を 前 記 水 槽 に 供 給 す る 処 理

剤 ケ ー ス と 、 複 数 回 の 運 転 に 用 い る 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 可 能 な 処 理 剤 タ ン ク と 、 前 記 外 箱 内

に 設 け ら れ 、 前 記 外 箱 の 天 面 部 側 が 開 放 さ れ た 開 口 部 を 有 し 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記

処 理 剤 タ ン ク を 水 平 方 向 に 並 べ て 収 容 可 能 な 収 容 部 と 、 を 備 え る 。 前 記 処 理 剤 ケ ー ス は 、

前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 前 記 処 理 剤 タ ン

ク よ り も ユ ー ザ 側 に 位 置 し 、 前 記 処 理 剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス 及 び 前 記 処 理 剤 タ ン

ク が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 少 な く と も 一 部 が ユ ー ザ 側 に 露 出 し て い る 。 前 記 処 理

剤 タ ン ク は 、 前 記 処 理 剤 ケ ー ス が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 前 記 収 容 部 か ら の 取 り 外

し 及 び 又 は 前 記 収 容 部 へ の 装 着 が 可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図

【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 の 内 部 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図

【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 外 箱 か ら カ バ ー 部 材 を 外 し た 状 態 で 収 容 部

周 辺 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図

【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 収 容 部 周 辺 の 構 成 を 示 す 斜 視 図

【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 処 理 剤 タ ン ク の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図

【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 処 理 剤 タ ン ク の 概 略 構 成 を 示 す 正 面 図

【 図 ７ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 処 理 剤 タ ン ク の 概 略 構 成 を 図 ６ の Ａ － Ａ 線

に 沿 っ て 示 す 断 面 図

【 図 ８ 】 そ の 他 の 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 処 理 剤 タ ン ク の 概 略 構 成 を 示 す 正 面 図

【 図 ９ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 規 制 部 と 被 規 制 部 と が 嵌 り 合 っ た 状 態 の 処

理 剤 タ ン ク 周 辺 の 概 略 構 成 を 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ て 示 す 断 面 図

【 図 １ ０ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 規 制 部 と 被 規 制 部 と が 外 れ た 状 態 の 処 理

剤 タ ン ク 周 辺 の 概 略 構 成 を 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ て 示 す 断 面 図

【 図 １ １ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 規 制 部 と 被 規 制 部 と が 嵌 り 合 っ た 状 態 の

規 制 機 構 周 辺 の 概 略 構 成 を 拡 大 し て 示 す 正 面 図

【 図 １ ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 規 制 部 と 被 規 制 部 と が 外 れ た 状 態 の 規 制

機 構 周 辺 の 概 略 構 成 を 拡 大 し て 示 す 正 面 図

【 図 １ ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 図 ４ の 楕 円 Ｃ 内 を 拡 大 し て 手 掛 け 部 周 辺 を

示 す 概 略 図

【 図 １ ４ 】 そ の 他 の 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 処 理 剤 タ ン ク の 概 略 構 成 を 図 ６ の Ａ

－ Ａ 線 に 沿 っ て 示 す 断 面 図

【 図 １ ５ 】 そ の 他 の 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 に つ い て 、 処 理 剤 タ ン ク の 概 略 構 成 を 図 ６ の Ａ

－ Ａ 線 に 沿 っ て 示 す 断 面 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 複 数 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 各 実 施 形 態 に お い て 同

一 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）

　 ま ず 、 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 １ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 洗 濯 機 １ ０ は 、 図

１ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 箱 １ １ 、 水 槽 １ ２ 、 回 転 槽 １ ３ 、 回 転 槽 モ ー タ １ ４ 、 排 水 機

構 １ ５ 、 操 作 パ ネ ル １ ６ 、 給 水 機 構 １ ７ 、 及 び 処 理 剤 投 入 機 構 ２ ０ を 備 え て い る 。 な お 図

１ に お い て 、 洗 濯 機 １ ０ の 設 置 面 側 、 つ ま り 鉛 直 下 側 を 洗 濯 機 １ ０ の 下 側 と し 、 設 置 面 の

反 対 側 、 つ ま り 鉛 直 上 側 を 洗 濯 機 １ ０ の 上 側 と す る 。 ま た 、 洗 濯 機 １ ０ を 正 面 か ら 見 た 場

合 の 左 右 方 向 を 、 洗 濯 機 １ ０ の 左 右 方 向 と す る 。 洗 濯 機 １ ０ は 、 例 え ば 回 転 槽 １ ３ の 回 転

軸 が 水 平 へ 向 か う 横 軸 型 又 は 後 方 へ 向 か っ て 下 降 傾 斜 し た 斜 め 軸 型 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 で あ

る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 洗 濯 機 １ ０ は 、 例 え ば ヒ ー ト ポ ン プ 式 や ヒ ー タ ー 式 の 乾 燥 機 能 を 有 し て い て も 良 い し 、

備 え て い な く て も よ い 。 外 箱 １ １ は 、 例 え ば 鋼 材 又 は 樹 脂 材 等 の 部 材 に よ っ て 全 体 と し て

矩 形 の 箱 状 に 構 成 さ れ て お り 、 洗 濯 機 １ ０ の 外 殻 を 構 成 す る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 外 箱 １

１ の 天 面 部 １ １ １ は 、 平 坦 面 に 形 成 さ れ て い る 。 水 槽 １ ２ は 、 外 箱 １ １ 内 に 配 置 さ れ て 、

図 示 し な い サ ス ペ ン シ ョ ン に よ っ て 弾 性 的 に 支 持 さ れ て い る 。 回 転 槽 １ ３ は 、 水 槽 １ ２ 内

に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 水 槽 １ ２ 及 び 回 転 槽 １ ３ は 、 洗 濯 物 を 収 容 す る

洗 濯 槽 と し て 機 能 す る 。 回 転 槽 モ ー タ １ ４ は 、 水 槽 １ ２ の 外 側 に 設 け ら れ て い る 。 回 転 槽

モ ー タ １ ４ は 回 転 槽 １ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 駆 動 に よ り 回 転 槽 １ ３ を 回 転 さ せ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 ２ に 示 す 排 水 機 構 １ ５ は 、 水 槽 １ ２ 内 に 貯 留 さ れ て い る 水 を 洗 濯 機 １ ０ の 機 外 に 排 出

す る た め の 機 能 を 有 す る 。 排 水 機 構 １ ５ は 、 排 水 経 路 １ ５ １ と 、 排 水 弁 １ ５ ２ と 、 を 有 し
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て い る 。 排 水 経 路 １ ５ １ は 、 例 え ば 可 撓 性 を 有 す る 排 水 ホ ー ス で 構 成 さ れ て お り 、 一 方 の

端 部 が 排 水 弁 １ ５ ２ に 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 部 が 洗 濯 機 １ ０ の 機 外 へ 引 き 出 さ れ て い る 。 排

水 弁 １ ５ ２ は 、 例 え ば 電 磁 的 に 開 閉 動 作 が 可 能 な 液 体 用 の 開 閉 弁 で 構 成 さ れ て い る 。 排 水

弁 １ ５ ２ は 、 水 槽 １ ２ の 底 部 に 設 け ら れ た 排 水 口 １ ２ １ と 、 排 水 経 路 １ ５ １ と の 間 に 設 け

ら れ て お り 排 水 経 路 １ ５ １ を 開 閉 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 操 作 パ ネ ル １ ６ は 、 図 １ に 示 す よ う に 外 箱 １ １ の 天 面 部 １ １ １ の 前 側 部 分 に 設 け ら れ て

い る 。 操 作 パ ネ ル １ ６ に は 、 詳 細 は 図 示 し な い が 、 電 源 ス イ ッ チ 、 ス タ ー ト キ ー 、 ユ ー ザ

が 洗 濯 運 転 コ ー ス の 設 定 等 を 行 う た め の 各 種 操 作 キ ー な ど が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 電 源

ス イ ッ チ は 、 操 作 パ ネ ル １ ６ と は 別 に 設 け て も 良 い 。 ユ ー ザ は 、 洗 濯 運 転 を 実 行 さ せ る に

あ た っ て 、 自 動 で 洗 濯 処 理 剤 を 投 入 す る か 、 又 は 手 動 で １ 回 分 の 洗 濯 処 理 剤 を 投 入 す る か

を 、 操 作 パ ネ ル １ ６ を 用 い て 選 択 操 作 で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 洗 濯 処 理 剤 と

は 、 液 体 又 は 粉 末 の 洗 剤 、 柔 軟 剤 仕 上 げ 剤 、 及 び 香 り 付 け 剤 を 含 む 概 念 で あ る が 、 洗 濯 運

転 に 使 用 さ れ る 薬 剤 で あ れ ば こ れ ら に 限 ら れ な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 給 水 機 構 １ ７ は 、 例 え ば 外 箱 １ １ 内 の 水 槽 １ ２ の 上 方 左 奥 部 に 設 け ら れ て い る 。 給 水 機

構 １ ７ は 、 例 え ば 水 道 な ど の 給 水 源 か ら の 水 を 受 け て 水 槽 １ ２ 内 へ の 給 水 を 行 う 。 給 水 機

構 １ ７ は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 、 接 続 口 １ ７ １ 、 給 水 経 路 １ ７ ２ 及 び 給 水 弁 １ ７ ３ を

有 し て い る 。 接 続 口 １ ７ １ は 、 外 箱 １ １ の 天 面 部 １ １ １ に お い て 、 左 奥 部 に 露 出 す る よ う

に 設 け ら れ て い る 。 接 続 口 １ ７ １ は 、 例 え ば ホ ー ス を 介 し て 水 道 の 蛇 口 等 の 外 部 の 水 源 に

接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 給 水 経 路 １ ７ ２ は 、 接 続 口 １ ７ １ か ら 水 槽 １ ２ 及 び 回 転 槽 １ ３ ま で を 接 続 す る 経 路 で あ

る 。 処 理 剤 投 入 機 構 ２ ０ は 、 例 え ば 給 水 経 路 １ ７ ２ の 途 中 に 設 け ら れ て お り 、 給 水 経 路 １

７ ２ を 流 れ る 水 に 洗 濯 処 理 剤 を 含 ま せ て 水 槽 １ ２ 及 び 回 転 槽 １ ３ 内 に 供 給 す る 機 能 を 有 す

る 。 処 理 剤 投 入 機 構 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 収 容 部 ２ １ 、 ポ ン プ ２ ２ 、 カ バ ー 部 材 ２

３ 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 、 及 び 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 収 容 部 ２ １ は 、 樹 脂 又 は 金 属 部 材 に よ っ て 箱 又 は 容 器 状 に 構 成 さ れ て お り 、 上 部 に 向 け

て 開 口 し た 開 口 部 ２ １ １ を 有 し て い る 。 収 容 部 ２ １ は 、 外 箱 １ １ 内 に 設 け ら れ て い る 。 収

容 部 ２ １ の 上 端 つ ま り 開 口 部 ２ １ １ は 、 天 面 部 １ １ １ よ り も 下 方 に 位 置 し て い る 。 本 実 施

形 態 の 場 合 、 収 容 部 ２ １ は 、 給 水 経 路 １ ７ ２ の 一 部 を 構 成 し て い る 。 こ の 場 合 、 給 水 弁 １

７ ３ の 出 口 は 、 直 接 又 は 間 接 的 に 収 容 部 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 収 容 部 ２ １ は 、

直 接 又 は 間 接 的 に 水 槽 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ポ ン プ ２ ２ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と と も に 、 洗 濯 処 理 剤 を 運 転 中 に 自 動 で 水 槽 １ ２ 及 び

回 転 槽 １ ３ 内 に 供 給 す る た め の 自 動 投 入 装 置 を 構 成 す る 。 ポ ン プ ２ ２ は 、 運 転 中 に 処 理 剤

タ ン ク ４ ０ か ら 所 定 量 の 洗 濯 処 理 剤 を 吸 い 出 し 、 そ の 吸 い 出 し た 洗 濯 処 理 剤 を 、 給 水 経 路

１ ７ ２ の 途 中 部 分 に 投 入 す る 機 能 を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 給 水 経 路 １ ７ ２ の 途 中 に 供 給 さ

れ た 洗 濯 処 理 剤 は 、 給 水 経 路 １ ７ ２ 内 を 流 れ る 水 の 流 れ に 乗 っ て 水 槽 １ ２ 及 び 回 転 槽 １ ３

内 に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に 、 洗 濯 機 １ ０ は 、 所 定 量 の 洗 濯 処 理 剤 を 運 転 中 に 自 動 で 水 槽

１ ２ 及 び 回 転 槽 １ ３ 内 に 供 給 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 カ バ ー 部 材 ２ ３ は 、 外 箱 １ １ に 回 動 可 能 に 設 け ら れ て 回 動 に よ り 収 容 部 ２ １ の 開 口 部 ２

１ １ を 開 閉 す る と と も に 、 折 り 曲 げ 可 能 で か つ 折 り 曲 げ 出 た 状 態 で 回 動 可 能 に 構 成 さ れ て

い る 。 す な わ ち 、 カ バ ー 部 材 ２ ３ は 、 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 箱 １ １ の 天 面

部 １ １ １ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 収 容 部 ２ １ の 開 口 部 ２ １ １ を 開 閉 可 能 に 構 成

さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 カ バ ー 部 材 ２ ３ は 、 少 な く と も ２ つ に 折 り 曲 げ 可 能 に 構 成

さ れ て い る 。 そ し て 、 カ バ ー 部 材 ２ ３ は 、 少 な く と も ２ つ に 折 り 曲 げ た 状 態 で 回 動 す る こ

と で 開 口 部 ２ １ １ を 開 閉 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】

　 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 及 び 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 収 容 部 ２ １ に 着 脱 可 能 に 収 容 さ れ て い る 。

処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と は 、 収 容 部 ２ １ 内 に 隣 接 し て 配 置 さ れ て お り 、 こ

の 場 合 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 洗 濯 機 １ ０ の 手 前 側 に 立 っ て 操 作 す る ユ ー ザ に 近 い 側 に 配

置 し 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は ユ ー ザ か ら 遠 い 側 に 配 置 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 処 理 剤

ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と は 、 前 後 方 向 又 は 左 右 方 向 に 直 線 上 に 並 べ ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 場 合 、 図 １ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン

ク ４ ０ と は 、 収 容 部 ２ １ 内 に お い て 前 後 方 向 に 並 べ て 収 容 さ れ る 。 そ し て 、 処 理 剤 ケ ー ス

３ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 前 側 つ ま り 洗 濯 機 １ ０ の 手 前 側 に 立 っ て 操 作 す る ユ ー ザ に よ

り 近 い 位 置 に 位 置 し て い る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０

と を 左 右 方 向 に 並 べ た 場 合 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ よ り も 洗 濯 機 １ ０ の

左 右 方 向 に 関 す る 中 心 側 つ ま り 洗 濯 機 １ ０ の 手 前 側 に 立 っ て 操 作 す る ユ ー ザ に よ り 近 い 位

置 に 配 置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と は 、 収 容 部 ２ １ 内 に お い て 密 接 し て 収 容 さ れ て

い る 。 す な わ ち 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ に 面 す る 面 と 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 処

理 剤 タ ン ク ４ ０ に 面 す る 面 と は 近 接 し て い る 。 そ の た め 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン

ク ４ ０ と の 間 に ユ ー ザ が 手 指 を 挿 入 す る ス ペ ー ス は 設 け ら れ て い な い が 、 処 理 剤 ケ ー ス ３

０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 単 独 で 収 容 部 ２ １ か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。 す な わ

ち 、 ユ ー ザ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 移 動 せ ず に 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 単 独 で 収 容 部 ２ １ か ら 取

り 出 す こ と も で き る し 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ を 移 動 せ ず に 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 単 独 で 収 容 部 ２

１ か ら 取 り 出 す こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 １ 回 の 運 転 で 用 い る 処 理 剤 の 投 入 を 受 け る と と も に 、 例 え ば 運 転

前 又 は 運 転 開 始 時 に 投 入 さ れ た 処 理 剤 を 運 転 中 に 水 槽 １ ２ に 供 給 す る 機 能 を 有 す る 。 処 理

剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 例 え ば 樹 脂 製 で あ っ て 、 前 後 方 向 又 は 左 右 方 向 に 長 い 矩 形 状 で か つ 上 部

が 開 口 し た 容 器 状 に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ 等 に 示 す よ う に 、 壁 部 ３ １ と 、 底 部 ３ ２ と 、 仕 切 り

部 ３ ３ と 、 一 又 は 複 数 こ の 場 合 ２ 個 の 投 入 部 ３ ４ 、 ３ ５ と 、 を 有 す る 。 壁 部 ３ １ は 、 処 理

剤 ケ ー ス ３ ０ の 容 器 形 状 の 外 周 壁 を 形 成 す る 。 壁 部 ３ １ は 、 前 壁 部 ３ １ １ と 、 左 右 の 側 壁

部 ３ １ ２ と 、 背 壁 部 ３ １ ３ と 、 を 有 す る 。 前 壁 部 ３ １ １ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 前 側 の 面

を 形 成 す る 。 左 右 の 側 壁 部 ３ １ ２ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 左 右 の 面 を 形 成 す る 。 背 壁 部 ３

１ ３ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 後 ろ 側 の 面 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 底 部 ３ ２ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 容 器 形 状 の 底 面 を 形 成 す る 。 仕 切 り 部 ３ ３ は 、 処 理 剤

ケ ー ス ３ ０ の 容 器 形 状 内 の 空 間 を 前 後 方 向 又 は 左 右 方 向 に 仕 切 っ て 、 投 入 部 ３ ４ と 投 入 部

３ ５ と に 区 分 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 仕 切 り 部 ３ ３ は 左 右 方 向 に 延 び て 、 処 理 剤 ケ ー ス ３

０ 内 の 空 間 を 前 後 方 向 に 仕 切 っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 投 入 部 ３ ４ 、 ３ ５ は 、 そ れ ぞ れ 下 方 に 向 け て 窪 ま せ た 容 器 状 に 形 成 さ れ て お り 、 内 部 に

洗 濯 処 理 剤 を 受 け る こ と が で き る 。 投 入 部 ３ ４ 、 ３ ５ は 、 ユ ー ザ か ら 洗 濯 処 理 剤 の 投 入 を

受 け る 部 分 で あ り 、 上 部 に 開 口 が 形 成 さ れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 投 入 部 ３ ４ 、 ３ ５ の 上 部 の

開 口 か ら 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 内 に 洗 濯 処 理 剤 を 投 入 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 投 入 部 ３ ４ 、 ３ ５ は 、 前 後 方 向 又 は 左 右 方 向 に 並 ん で 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は

、 投 入 部 ３ ４ 、 ３ ５ は 前 後 方 向 に 並 ん で 設 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 投 入 部 ３ ４ は 内 部 に 洗

剤 を 受 け 、 投 入 部 ３ ５ は 内 部 に 柔 軟 仕 上 げ 剤 を 受 け る 。 本 実 施 形 態 で は 、 投 入 部 ３ ４ は 投

入 部 ３ ５ よ り も 後 ろ 側 に 設 け ら れ て い る 。 投 入 部 ３ ４ は 、 ユ ー ザ か ら １ 回 の 運 転 に 用 い る
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量 の 洗 剤 の 投 入 を 受 け て 、 そ の 洗 剤 を 水 槽 １ ２ 内 に 供 給 す る 。 洗 剤 は 、 液 体 状 で あ っ て も

粉 末 状 で あ っ て も 良 い 。 投 入 部 ３ ５ は 、 ユ ー ザ か ら １ 回 の 運 転 に 用 い る 量 の 柔 軟 仕 上 げ 剤

の 投 入 を 受 け て 、 そ の 柔 軟 仕 上 げ 剤 を 水 槽 １ ２ 内 に 供 給 す る 。 柔 軟 仕 上 げ 剤 は 、 通 常 液 体

状 で あ る が こ れ に 限 ら な い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 底 部 ３ ２ に 連 通 孔 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 処 理

剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 給 水 弁 １ ７ ３ を 通 っ て 収 容 部 ２ １ 内 に 供 給 さ れ た 水 を 受 け る 。 そ の 際 、

処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 内 に 洗 濯 処 理 剤 が 投 入 さ れ て い る 場 合 、 洗 濯 処 理 剤 は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３

０ に 供 給 さ れ た 水 と と も に 底 部 ３ ２ の 連 通 孔 ３ ６ か ら 流 し 落 と さ れ て 水 槽 １ ２ 内 に 供 給 さ

れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 複 数 回 の 運 転 に 用 い る 量 の 処 理 剤 を 貯 留 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。

処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 例 え ば 樹 脂 製 で あ っ て 、 前 後 方 向 又 は 左 右 方 向 に 長 い 矩 形 状 で 中 空

の 容 器 で 構 成 さ れ て お り 、 液 状 の 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 す る こ と が で き る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０

は 、 複 数 回 の 運 転 で 使 用 す る 量 の 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 す る た め に 十 分 な 容 量 を 有 し て い る 。

こ の 場 合 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 容 量 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ユ ー ザ の 利 便 性 を 考 慮 す る と

、 少 な く と も 数 百 ｍ Ｌ ～ ２ Ｌ 程 度 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 図 ２ 、 及 び 図 ４ ～ 図 ７ 等 に 示 す よ う に 、 タ ン ク 本 体 ４ １ 、 上 部 材

４ ２ 、 及 び タ ン ク 出 口 ４ ３ 等 を 有 し て い る 。 タ ン ク 本 体 ４ １ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 外 殻

を 構 成 し て お り 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク な ど の 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 場 合 、 タ ン ク 本 体 ４ １ は 、 上 方 に 開 口 し た 全 体 と し て 概 ね 直 方 体 の 容 器 状

に 形 成 さ れ て お り 、 前 面 部 ４ １ １ 、 側 面 部 ４ １ ２ 、 背 面 部 ４ １ ３ 、 及 び 底 面 部 ４ １ ４ を 有

す る 。 前 面 部 ４ １ １ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 前 面 を 構 成 す る 。 側 面 部 ４ １ ２ は 、 タ ン ク 本 体

４ １ の 左 右 の 側 面 を 構 成 す る 。 背 面 部 ４ １ ３ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 背 面 を 構 成 す る 。 底 面

部 ４ １ ４ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 底 面 を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 上 部 材 ４ ２ は 、 概 ね 矩 形 に 形 成 さ れ て 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 上 部 の 開 口 を 開 閉 す る 。 上 部

材 ４ ２ は 、 枠 部 材 ４ ２ １ と 、 投 入 口 ４ ２ ２ と 、 蓋 部 材 ４ ２ ３ と を 有 す る 。 枠 部 材 ４ ２ １ と

、 蓋 部 材 ４ ２ ３ と は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ と 同 様 に 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク な ど の 合 成 樹 脂 で 構 成

さ れ て い る 。 枠 部 材 ４ ２ １ は 、 上 部 材 ４ ２ の 外 殻 を 構 成 す る 。 枠 部 材 ４ ２ １ は 、 内 部 が 開

口 し た 矩 形 の 枠 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 投 入 口 ４ ２ ２ は 、 枠 部 材 ４ ２ １ の 開 口 を 形 成 し て

お り 、 上 部 材 ４ ２ が タ ン ク 本 体 ４ １ に 装 着 さ れ た 状 態 で 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 内 部 と 外 部

と を 連 通 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 蓋 部 材 ４ ２ ３ は 、 板 状 で あ っ て 、 投 入 口 ４ ２ ２ を 開 閉 す る 。 蓋 部 材 ４ ２ ３ は 、 図 示 し な

い ヒ ン ジ に よ っ て 上 部 材 ４ ２ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 投 入 口 ４ ２ ２ を 開 閉 可 能 に 構 成 さ れ

て い る 。 ユ ー ザ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で は 、 カ バ ー 部 材 ２

３ 及 び 蓋 部 材 ４ ２ ３ を 開 け て 投 入 口 ４ ２ ２ を 露 出 さ せ た 状 態 で 、 投 入 口 ４ ２ ２ か ら 処 理 剤

タ ン ク ４ ０ 内 に 洗 濯 処 理 剤 を 投 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０

を 収 容 部 ２ １ か ら 取 り 出 し て 、 蓋 部 材 ４ ２ ３ を 開 け て 投 入 口 ４ ２ ２ を 露 出 さ せ た 状 態 で 、

投 入 口 ４ ２ ２ か ら 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 内 に 洗 濯 処 理 剤 を 投 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 タ ン ク 出 口 ４ ３ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 下 側 後 部 、 こ の 場 合 、 背 面 部 ４ １ ３ に 設 け ら れ て

い る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ る と 、 タ ン ク 出 口 ４ ３ に は 、 ポ ン プ ２ ２

の 接 続 部 ２ ２ １ が 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 タ ン ク 本 体 ４ １ 内 と ポ ン プ ２ ２ と が 接 続 さ れ

る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 洗 濯 機 １ ０ は 、 一 又 は 複 数 こ の 場 合 ２ 個 の 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 備 え て い る 。 本 実 施 形 態
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の 場 合 、 洗 濯 機 １ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と し て 、 洗 剤 タ ン ク ４ ０ １ 及 び 仕 上 げ 剤 タ ン ク

４ ０ ２ を 備 え て い る 。 洗 剤 タ ン ク ４ ０ １ は 、 複 数 回 分 の 運 転 に 用 い る 量 の 洗 剤 こ の 場 合 液

体 洗 剤 を 貯 留 す る た め の も の で あ る 。 仕 上 げ 剤 タ ン ク ４ ０ ２ は 、 複 数 回 分 の 運 転 に 用 い る

量 の 柔 軟 仕 上 げ 剤 、 こ の 場 合 、 液 体 の 柔 軟 仕 上 げ 剤 を 貯 留 す る た め の も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 手 掛 け 部 ５ ０ を 有 す る 。 ユ ー ザ は 、 収 容 部 ２ １ か ら 処 理 剤 タ ン ク

４ ０ を 取 り 出 す 際 に 、 手 掛 け 部 ５ ０ を 把 持 し て 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 斜 め 上 方 に 引 き 出 す こ

と が で き る 。 手 掛 け 部 ５ ０ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 上 部 、 こ の 場 合 前 面 部 ４ １ １ の 上 部 に 設

け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 手 掛 け 部 ５ ０ は 、 前 面 部 ４ １ １ か ら 前 方 に 突 出 し て 、 全 体 と し て 上 か ら 見 た 場 合 コ の 字

形 に 形 成 さ れ て い る 。 手 掛 け 部 ５ ０ は 、 前 部 ５ １ と 、 左 右 の 側 部 ５ ２ と 、 凹 部 ５ ３ と を 有

す る 。 前 部 ５ １ は 、 前 後 方 向 に 垂 直 な 面 つ ま り 上 下 方 向 及 び 左 右 方 向 に 延 び る 手 掛 け 部 ５

０ の 前 面 を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 前 後 方 向 に 垂 直 す る と は 、 必 ず し も 厳 密 に 前 後 方 向 に 直

交 す る 必 要 は な く 、 前 後 方 向 に 垂 直 な 成 分 を 含 む こ と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 前 部 ５ １ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 第 １ 面 ５ １ １ と 、 第 １ 面 ５ １ １ の 下 方

に 位 置 し て 上 下 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た 第 ２ 面 ５ １ ２ と を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 第 １ 面 ５ １ １

の 上 下 方 向 の 長 さ は 、 前 面 部 ４ １ １ 全 体 の 上 下 方 向 の 長 さ の １ ／ ３ ～ ２ ／ ３ 程 度 に 設 定 さ

れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 面 ５ １ １ の 上 下 方 向 の 長 さ は 、 前 面 部 ４ １ １ 全 体 の 上 下

方 向 の 長 さ の 約 １ ／ ２ に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 第 ２ 面 ５ １ ２ は 、 第 １ 面 ５ １ １ の 下 端 か ら 後 方 に 向 か っ て 下 が る よ う に 傾 斜 す る 。 第 ２

面 ５ １ ２ の 上 端 は 第 １ 面 ５ １ １ の 下 端 に 接 続 し 、 第 ２ 面 ５ １ ２ の 下 端 は タ ン ク 本 体 ４ １ の

前 面 部 ４ １ １ に 接 続 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 左 右 の 側 部 ５ ２ は 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 左 右 の 側 面 を 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 左 右 の 側

部 ５ ２ は 、 左 右 方 向 に 垂 直 な 面 を 形 成 し て い る 。 こ の 場 合 、 左 右 方 向 に 垂 直 と は 、 必 ず し

も 厳 密 に 左 右 方 向 に 直 交 す る 必 要 は な く 、 左 右 方 向 に 垂 直 な 成 分 を 含 む こ と を 意 味 す る 。

側 部 ５ ２ は 、 前 部 ５ １ の 左 右 端 か ら タ ン ク 本 体 ４ １ の 前 面 部 ４ １ １ ま で 延 び て い る 。 つ ま

り 、 側 部 ５ ２ の 前 端 は 前 部 ５ １ の 左 右 端 に 接 続 し 、 側 部 ５ ２ の 後 端 は タ ン ク 本 体 ４ １ の 前

面 部 ４ １ １ に 接 続 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 凹 部 ５ ３ は 、 前 部 ５ １ の 一 部 を 後 方 に 向 か っ て 窪 ま せ て 凹 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 凹 部

５ ３ は 、 ユ ー ザ が 手 掛 け 部 ５ ０ を 把 持 す る 際 に 手 指 を 受 け 入 れ て ユ ー ザ が 把 持 し や す く す

る 。 こ の 場 合 、 凹 部 ５ ３ は 前 部 ５ １ の 下 部 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 凹 部 ５ ３ は 前 部 ５ １

の 上 部 を 残 し て 設 け ら れ て お り 、 第 ２ 面 ５ １ ２ の 下 端 か ら 第 １ 面 ５ １ １ の 上 下 方 向 の 中 央

部 辺 り ま で に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 手 掛 け 部 ５ ０ を 把 持 す る 際 に 、 例 え ば 親

指 を 手 前 前 か ら 凹 部 ５ ３ に 挿 入 し て 、 他 の 手 指 を 前 部 ５ １ の 後 方 か ら 手 掛 け 部 ５ ０ と タ ン

ク 本 体 ４ １ と の 間 に 挿 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 更 に 、 凹 部 ５ ３ は 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 左 右 方 向 の 中 央 部 に 設 け ら れ て い る 。 手 掛 け 部 ５ ０

と タ ン ク 本 体 ４ １ の 左 右 方 向 の 中 心 線 は 一 致 す る た め 、 凹 部 ５ ３ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 左

右 方 向 の 中 央 部 に 設 け ら れ て い る と も 言 え る 。 そ の た め 、 ユ ー ザ が 凹 部 ５ ３ に 手 指 を 入 れ

て 手 掛 け 部 ５ ０ を 把 持 す る と 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 左 右 の 中 央 部 を 把 持 す る こ と に な る 。

し た が っ て 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ に 洗 濯 処 理 剤 が 多 量 に 貯 留 さ れ て い て 全 体 の 重 量 が 重 い 場

合 で も 、 ユ ー ザ は 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 凹 部 ５ ３ は 、 前 部 ５ １ か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び る 曲 面 又 は 平 面 を 形 成 す る 。 つ ま り 、 凹

部 ５ ３ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ 等 に 示 す よ う に 三 次 元 的 な 曲 面 又 は 複 数 の 平 面 を 有 す る 、 前 後 方
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向 に 延 び る ト ン ネ ル 状 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 凹 部 ５ ３ は 三 次 元 的 な 構 成 で あ る 。 凹

部 ５ ３ は 、 ユ ー ザ が 手 指 を 凹 部 ５ ３ に 挿 入 し た 場 合 に ユ ー ザ の 手 指 に 少 な く と も 複 数 個 所

で 接 触 す る 。 そ の た め 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 重 量 が 重 い 場 合 で も 、 ユ ー ザ の 手 指 は 面 で 手

掛 け 部 ５ ０ を 支 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ の 手 指 と 手 掛 け 部 ５ ０ と が 点 接 触

す る 場 合 や 線 接 触 す る 場 合 と 比 較 し て 、 ユ ー ザ の 手 指 が 手 掛 け 部 ５ ０ か ら 広 い 面 積 で 反 作

用 の 力 を 分 散 し て 受 け る こ と に な る 。 そ の た め 、 安 定 し て 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 支 え る こ と

が で き る と 共 に 、 ユ ー ザ の 手 指 に 手 掛 け 部 ５ ０ が 食 い 込 み に く く な り 操 作 感 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 凹 部 ５ ３ は 、 前 部 ５ １ か ら タ ン ク 本 体 ４ １ の 前 面 部 ４ １ １ ま で 延 び て い る 。 凹 部 ５ ３ の

前 後 方 向 の 長 さ は 、 ユ ー ザ の 手 指 を 支 え る こ と が で き る 長 さ で あ れ ば よ く 、 例 え ば 他 の 実

施 形 態 で は 、 凹 部 ５ ３ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 前 面 部 ４ １ １ に 接 続 し て い な く て も 良 い 。 更

に 、 凹 部 ５ ３ は 、 連 続 し た 面 を 形 成 し て い な く て も 良 く 、 切 欠 き や 、 ス リ ッ ト 等 が 設 け ら

れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 凹 部 ５ ３ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ 等 に 示 す よ う に 、 上 部 が 曲 面 を 形 成 し 正 面 か ら 見 た 場 合 に 上

部 が 半 円 形 の い わ ば ド ー ム 形 状 と な っ て い る 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ が 手 指 を 挿 入 し た 場 合 、

曲 面 的 な 手 指 に 凹 部 ５ ３ が フ ィ ッ ト し や す く な り 、 よ り 安 定 的 に 把 持 す る こ と が で き る 。

な お 、 凹 部 ５ ３ の 形 状 は ド ー ム 形 状 に 限 ら な い 。 例 え ば 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 図 ８ に 示 す

よ う に 、 上 部 が 平 面 を 成 し て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 上 方 に

取 り 出 す 際 に ユ ー ザ の 手 指 が 手 掛 け 部 ５ ０ を 押 す 方 向 こ の 場 合 上 向 き の 力 に 対 し て 垂 直 な

面 が 広 く な る た め 、 ユ ー ザ の 手 指 が 手 掛 け 部 ５ ０ か ら 受 け る 反 作 用 の 力 が 更 に 広 い 面 積 に

分 散 し て 、 ユ ー ザ の 操 作 感 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ は 図 ７ の 縦 断 面 図 に 示 す よ う に 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 水 平 に

延 び て い る 。 つ ま り 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 底 面 部 ４ １ ４ か ら の 高 さ を 比 較 す る と 、 凹 部 ５

３ の 上 端 部 ５ ３ １ の 前 端 部 の 高 さ 位 置 は 、 上 端 部 ５ ３ １ の 後 端 部 こ の 場 合 処 理 剤 タ ン ク ４

０ の 前 面 部 ４ １ １ と の 接 続 部 分 の 高 さ 位 置 と 同 一 に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 更 に 、 洗 濯 機 １ ０ は 、 図 ９ ～ 図 １ ２ に 示 す よ う に 規 制 機 構 ６ ０ を 備 え る 。 規 制 機 構 ６ ０

は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 移 動 を 規 制

す る 。 ま た 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ の 所 定 の 位 置 に 収 容 さ れ る こ と を 確 実 に し て

、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の タ ン ク 出 口 ４ ３ と ポ ン プ ２ ２ の 接 続 部 ２ ２ １ と の 接 続 を 確 実 に す る

。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 規 制 機 構 ６ ０ は 、 一 対 の 規 制 部 ６ １ と 、 被 規 制 部 ６ ２ と を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 一 対 の 規

制 部 ６ １ と 、 被 規 制 部 ６ ２ と は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 互

い に 嵌 り 合 う こ と で 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 上 方 向 、 左 右 方 向 及 び 前 後 方 向 へ の 移 動 を 規 制

す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 一 対 の 規 制 部 ６ １ は 、 収 容 部 ２ １ の 底 部 ２ １ ２ か ら 上 方 に 突 出 し て 設

け ら れ て い る 。 被 規 制 部 ６ ２ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 底 面 部 ４ １ ４ か ら 下 方 に 突 出 し て 設 け

ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 規 制 部 ６ １ は 、 例 え ば 樹 脂 又 は 金 属 部 材 等 で 収 容 部 ２ １ と 一 体 成

型 さ れ て い る 。 ま た 、 被 規 制 部 ６ ２ は 、 例 え ば 樹 脂 等 で タ ン ク 本 体 ４ １ と 一 体 成 型 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 被 規 制 部 ６ ２ の 先 端 部 ６ ２ １ の 位 置 は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 底 面 部 ４ １ ４ の 下 端 部 の 位 置

と 同 程 度 或 い は タ ン ク 本 体 ４ １ の 底 面 部 ４ １ ４ の 下 端 部 の 位 置 よ り も 上 方 に 設 定 さ れ て い

る 。 つ ま り 、 被 規 制 部 ６ ２ は 、 タ ン ク 本 体 ４ １ の 底 面 部 ４ １ ４ に 設 け ら れ た へ こ み 部 ４ ４

に 設 け ら れ て い る 。 へ こ み 部 ４ ４ は 、 底 面 部 ４ １ ４ の 前 端 部 の 一 部 を 上 方 に 向 か っ て 凹 ま

せ て 形 成 さ れ て い る 。 被 規 制 部 ６ ２ は 、 へ こ み 部 ４ ４ の 上 面 か ら 下 方 に 向 か っ て 突 出 し て
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い る 。 そ の た め 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 収 容 部 ２ １ か ら 取 り 出 し て 例 え ば 外 箱 １ １ の 天 面 部

１ １ １ に 置 い た 場 合 で も 、 被 規 制 部 ６ ２ が タ ン ク 本 体 ４ １ の 底 面 部 ４ １ ４ の 最 下 部 か ら 突

出 す る こ と が な く 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 独 立 し て 立 た せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 一 対 の 規 制 部 ６ １ は 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ 等 に 示 す よ う に 上 下 方 向 に 長 い 概 ね 矩 形 の 板 状

に 形 成 さ れ て お り 、 互 い に 向 か い 合 っ て 配 置 さ れ て い る 。 規 制 部 ６ １ の 向 か い 合 っ た 面 つ

ま り 被 規 制 部 ６ ２ と 対 向 す る 面 に は 、 被 規 制 部 ６ ２ の 先 端 部 ６ ２ １ を 受 け 入 れ る 窪 み 部 ６

１ １ が 設 け ら れ て い る 。 窪 み 部 ６ １ １ は 、 規 制 部 ６ １ の 被 規 制 部 ６ ２ と 対 向 す る 面 を 、 規

制 部 ６ １ の 厚 み 方 向 に 窪 ま せ て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 被 規 制 部 ６ ２ は 、 上 下 方 向 及 び 左 右 方 向 に 延 び る 概 ね 矩 形 の 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 先

端 部 ６ ２ １ が 左 右 方 向 に つ ま り 規 制 部 ６ １ の 窪 み 部 ６ １ １ に 向 け て 膨 出 し て い る 。 先 端 部

６ ２ １ の 左 右 方 向 の 幅 寸 法 Ｌ １ は 、 向 か い 合 う 規 制 部 ６ １ 間 の 距 離 Ｌ ２ よ り も 大 き く 設 定

さ れ て い る 。 先 端 部 ６ ２ １ の 左 右 方 向 の 幅 寸 法 Ｌ １ は 、 規 制 部 ６ １ の 窪 み 部 ６ １ １ 間 の 幅

の 最 大 値 と 同 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 規 制 部 ６ １ の 上 端 部 は 自 由 端 と な っ て い る た め 、 規 制 部 ６ １ は 外 力 に よ っ て 左 右 方 向 に

撓 む 。 ユ ー ザ が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 収 容 部 ２ １ に 収 容 す る と 、 被 規 制 部 ６ ２ が 一 対 の 規 制

部 ６ １ 間 に 挿 入 さ れ る 。 規 制 部 ６ １ は 、 被 規 制 部 ６ ２ が 上 方 か ら 一 対 の 規 制 部 ６ １ 間 に 挿

し 込 ま れ る と 、 そ れ ぞ れ 外 側 つ ま り 被 規 制 部 ６ ２ か ら 離 れ る 方 向 に 撓 ん で 被 規 制 部 ６ ２ を

受 け 入 れ る 。 図 １ １ は 、 一 対 の 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と が 嵌 り 合 っ た 状 態 を 示 し て い

る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 完 全 に 収 容 さ れ る と 、 す な わ ち 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の

底 面 部 ４ １ ４ が 収 容 部 ２ １ の 底 部 ２ １ ２ に 到 達 す る と 、 被 規 制 部 ６ ２ の 先 端 部 ６ ２ １ が 窪

み 部 ６ １ １ に 到 達 す る 。 先 端 部 ６ ２ １ は 一 対 の 窪 み 部 ６ １ １ の 間 に 収 容 さ れ て 、 規 制 部 ６

１ は 撓 み 状 態 か ら 解 放 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 一 方 、 ユ ー ザ が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 収 容 部 ２ １ か ら 取 り 出 す 場 合 に は 、 被 規 制 部 ６ ２ の

先 端 部 ６ ２ １ が 窪 み 部 ６ １ １ か ら 外 れ て 、 一 対 の 規 制 部 ６ １ を そ れ ぞ れ 外 側 つ ま り 被 規 制

部 ６ ２ か ら 離 れ る 方 向 に 撓 ま せ る 。 被 規 制 部 ６ ２ の 先 端 部 ６ ２ １ が 、 規 制 部 ６ １ を 乗 り 越

え る と 、 規 制 部 ６ １ は 撓 み 状 態 か ら 解 放 さ れ る 。 図 １ ２ は 、 一 対 の 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部

６ ２ と の 嵌 め 合 い が 外 れ た 状 態 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 被 規 制 部 ６ ２ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ 等 に 示 す よ う に 、 底 面 部 ４ １ ４ に お い て 前 面 部 ４ １ １ 寄

り に 設 け ら れ て い る 。 洗 濯 機 １ ０ の 手 前 側 に 位 置 す る ユ ー ザ が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 取 り 外

す 際 に 、 ユ ー ザ は 、 ま ず 、 底 面 部 ４ １ ４ の 背 面 部 ４ １ ３ 寄 り を 支 点 と し て 上 方 に 向 け て 回

動 す る よ う に 手 掛 け 部 ５ ０ を 持 ち 上 げ る 。 こ の 場 合 、 規 制 機 構 ６ ０ が タ ン ク 本 体 ４ １ の 背

面 部 ４ １ ３ 寄 り に 設 け ら れ て い る 場 合 と 比 較 し て 、 手 掛 け 部 ５ ０ を 僅 か に 上 方 に 向 け て 引

き 上 げ る こ と で 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と の 係 合 を 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の 場 合 、 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と の 係 合 が 外 れ る た め に 必 要 な 上 方 向 へ の 移 動 距

離 す な わ ち 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 被 規 制 部 ６ ２ の 先 端 部 ６ ２ １ が 被 規 制 部 ６ ２ を 乗 り 越 え

る た め に 必 要 な 移 動 距 離 Ｈ は 、 例 え ば １ ｃ ｍ ～ ３ ｃ ｍ に 設 定 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形

態 で は 、 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と の 係 合 が 外 れ る た め に 必 要 な 上 方 向 へ の 移 動 距 離 Ｈ

は 、 例 え ば ２ ｃ ｍ に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ９ 、 図 １ ０ 及 び 図 １ ３ 等 に 示 す よ う に 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 切 欠 き 部 ３ ７ を 有 す る

。 切 欠 き 部 ３ ７ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 壁 部 ３ １ の 上 端 部 の 一 部 を 下 方 に 向 け て 凹 ま せ る

よ う に 切 り 欠 い て 形 成 さ れ て い る 。 切 欠 き 部 ３ ７ は 、 壁 部 ３ １ の う ち 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０

に 対 面 す る 部 分 こ の 場 合 背 壁 部 ３ １ ３ に 設 け ら れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 切 欠 き 部 ３ ７

は 、 各 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ １ 、 ４ ０ ２ の 手 掛 け 部 ５ ０ と 対 面 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 そ
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の た め 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 手 掛 け

部 ５ ０ の 前 部 ５ １ の 一 部 は 、 切 欠 き 部 ３ ７ を 通 し て ユ ー ザ 側 こ の 場 合 前 方 に 向 け て 露 出 す

る 。 つ ま り 、 ユ ー ザ は 、 切 欠 き 部 ３ ７ を 通 し て 手 掛 け 部 ５ ０ に ア ク セ ス す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 な お 、 背 壁 部 ３ １ ３ の 上 端 部 の 高 さ 位 置 は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と が

収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 前 部 ５ １ の 上 端 部 の 高 さ 位 置 と 同 程 度 に

設 定 さ れ て い る 。 そ の た め 、 切 欠 き 部 ３ ７ を 設 け な か っ た 場 合 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 前 部 ５ １

は 、 背 壁 部 ３ １ ３ に 覆 わ れ て ユ ー ザ 側 か ら 視 認 し づ ら く な る と 共 に 、 ユ ー ザ が 把 持 し づ ら

く な る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状

態 で 前 部 ５ １ の う ち 切 欠 き 部 ３ ７ に よ っ て 露 出 し て い る の は 、 第 １ 面 ５ １ １ の 一 部 で あ る

。 本 実 施 形 態 で は 、 ユ ー ザ 側 か ら 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 が 若 干 視 認 で き る が 、 他 の 実 施 形 態 で

は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 凹 部 ５ ３ が

ユ ー ザ 側 か ら 視 認 で き な く て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 、 距 離 Ｈ だ け 上 方 に 引 き 上 げ ら れ る と 、 つ ま り 被 規 制 部 ６ ２ が 規 制

部 ６ １ を 乗 り 越 え る と 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 切 欠 き 部 ３ ７ か ら 凹 部 ５ ３ が ユ ー ザ 側 こ の 場

合 前 方 に 向 け て 露 出 す る 。 し た が っ て 、 被 規 制 部 ６ ２ が 規 制 部 ６ １ を 乗 り 越 え た 状 態 で 、

凹 部 ５ ３ は 、 ユ ー ザ 側 か ら 視 認 で き る と 共 に 、 ユ ー ザ が 手 指 を 挿 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ユ ー ザ は 、 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 取 り 出 す 場 合 に は 、 ま ず 、 切 欠

き 部 ３ ７ か ら 露 出 し て い る 手 掛 け 部 ５ ０ の 前 部 ５ １ を 掴 ん で 図 ９ の 矢 印 で 示 す よ う に 上 方

に 引 き 上 げ る 。 ユ ー ザ が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 距 離 Ｈ だ け 上 方 に 引 き 上 げ 、 図 １ ０ に 示 す よ

う に 被 規 制 部 ６ ２ が 規 制 部 ６ １ を 乗 り 越 え る と 、 切 欠 き 部 ３ ７ か ら 凹 部 ５ ３ が 露 出 す る 。

ユ ー ザ は 、 例 え ば 親 指 を 凹 部 ５ ３ に 挿 入 し て 、 他 の 手 指 を 後 方 か ら 第 １ 面 ５ １ １ に あ て る

こ と で 、 手 掛 け 部 ５ ０ を 確 実 に 把 持 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 ユ ー ザ は 更 に 処 理 剤 タ ン

ク ４ ０ を 上 方 又 は 斜 め 上 方 に 引 き 上 げ て 、 収 容 部 ２ １ か ら 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 取 り 出 す こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 洗 濯 機 １ ０ は 、 外 箱 １ １ と 、 水 槽 １ ２ と 、 処 理 剤 ケ ー

ス ３ ０ と 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と 、 収 容 部 ２ １ と 、 を 備 え て い る 。 水 槽 １ ２ は 、 外 箱 １ １ 内

に 設 け ら れ て い る 。 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 １ 回 の 運 転 で 用 い る 洗 濯 処 理 剤 の 投 入 を 受 け る

と と も に 、 投 入 さ れ た 処 理 剤 を 水 槽 １ ２ に 供 給 す る た め の も の で あ る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０

は 、 複 数 回 の 運 転 に 用 い る 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 収 容 部 ２ １ は 、 外 箱

１ １ 内 に 設 け ら れ 、 外 箱 １ １ の 天 面 部 １ １ １ 側 が 開 放 さ れ た 開 口 部 ２ １ １ を 有 し 、 処 理 剤

ケ ー ス ３ ０ 及 び 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 水 平 方 向 に 並 べ て 収 容 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 処 理 剤

ケ ー ス ３ ０ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 及 び 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で

、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ よ り も ユ ー ザ 側 に こ の 場 合 前 方 に 位 置 す る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 処

理 剤 ケ ー ス ３ ０ 及 び 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 少 な く と も 一 部 が

ユ ー ザ 側 に 露 出 し て い る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ

れ た 状 態 で 収 容 部 ２ １ か ら の 取 り 外 し 及 び 又 は 収 容 部 ２ １ へ の 装 着 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ よ り も ユ ー ザ か ら 離 れ た 位 置 こ の

場 合 後 方 に 設 け ら れ て い る が 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の ユ ー ザ 側 こ の 場 合 前 部 の 一 部 は 、 処 理

剤 ケ ー ス ３ ０ に 完 全 に 覆 わ れ て い な い 。 そ の た め 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０

と が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 洗 濯 機 １ ０ の 前 方 に 位 置 す る ユ ー ザ は 、 処 理 剤 タ ン

ク ４ ０ に ア ク セ ス 可 能 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 露 出 部 分 を 掴 ん で 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 収 容 部 ２

１ か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と を 隣
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接 し て 並 べ て 配 置 し た 洗 濯 機 １ ０ に お い て 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 取 り 出 し や す く し て 操 作

性 が 向 上 し た 洗 濯 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 対 向 す る 側 に ユ ー ザ が 手 指 を 掛 け る こ と が 可

能 な 手 掛 け 部 ５ ０ を 有 す る 。 手 掛 け 部 ５ ０ の 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 対 向 す る 面 つ ま り こ の 場

合 前 部 ５ １ の 少 な く と も 一 部 は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ 及 び 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に

収 容 さ れ た 状 態 で ユ ー ザ 側 に 露 出 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 前 方

に 位 置 す る 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 対 向 す る 側 す な わ ち 前 部 に 手 掛 け 部 ５ ０ を 有 し 、 手 掛 け 部

５ ０ の 前 部 ５ １ の 少 な く と も 一 部 は 、 ユ ー ザ 側 す な わ ち 前 方 に 向 け て 露 出 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 手 掛 け 部 ５ ０ が ユ ー ザ 側 に 露 出 し て い る こ と に よ り 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク

４ ０ と が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 ユ ー ザ は 手 掛 け 部 ５ ０ に 手 指 を 掛 け 、 処 理 剤 タ

ン ク ４ ０ を 上 方 に 引 き 上 げ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク

４ ０ と が 密 接 し て 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で も 、 ユ ー ザ は 、 ユ ー ザ か ら 離 れ た 位 置 に

あ る 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 取 り 出 し や す く な る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 な お 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と が 左 右 方 向 に 密 接

し て 並 べ ら れ て い る 構 成 の 場 合 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 洗 濯 機 １ ０ の 左 右 方 向 の 中 心 側 に

位 置 す る 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 対 向 す る 側 す な わ ち 左 右 方 向 の 中 心 側 に 手 掛 け 部 ５ ０ を 有 し

て も 良 い 。 ま た 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 少 な く と も 一 部 は ユ ー ザ 側 す な わ ち 左 右 方 向 の 中 心 側 に

向 け て 露 出 し て い る 構 成 と し て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 こ こ で 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 壁 部 ３ １ 全 体 の 高 さ を 低 く し た 場 合 、 手 動 投 入 時 に 洗 濯 処

理 剤 が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に こ ぼ れ て し ま っ た り 、 給 水 時 に 水 が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に 溢

れ て し ま っ た り す る 虞 が あ る 。 こ の 場 合 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 外 面 が 汚 れ て し ま う 虞 や 、

想 定 外 の 水 が 侵 入 し て ポ ン プ ２ ２ の 電 気 系 統 が 故 障 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、

処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 壁 部 ３ １ の 上 端 部 の 位 置 は 高 く 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 一 方 、 処 理

剤 ケ ー ス ３ ０ の 壁 部 ３ １ の 上 端 部 の 位 置 が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 手 掛 け 部 ５ ０ の 上 端 部 以 上

で あ る と 、 ユ ー ザ は 手 掛 け 部 ５ ０ に ア ク セ ス し づ ら く な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 こ れ に 対 し て 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と 対 向 す る 側 の 上 部 に 切 欠 き 部

３ ７ を 有 す る 。 こ の 場 合 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と 対 向 す る 背 壁 部 ３ １

３ の 上 部 に 切 欠 き 部 ３ ７ を 有 す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 壁 部 ３ １ の 上 端 部 の 位 置 を 高 く し つ つ 、 処 理 剤 タ ン

ク ４ ０ の 手 掛 け 部 ５ ０ を ユ ー ザ 側 に 露 出 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 手 動 投 入 時 に 洗 濯

処 理 剤 が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に こ ぼ れ て し ま っ た り 、 給 水 時 に 水 が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に

溢 れ て し ま っ た り す る こ と を 抑 制 し つ つ 、 ユ ー ザ が 手 掛 け 部 ５ ０ に ア ク セ ス し や す く す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 な お 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ と が 左 右 方 向 に 密 接

し て 並 べ ら れ て い る 構 成 の 場 合 、 切 欠 き 部 ３ ７ は 、 処 理 剤 ケ ー ス ３ ０ の 左 右 方 向 に 関 す る

外 側 部 分 の 上 部 に 設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 こ こ で 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 上 端 部 の 高 さ 位 置 を 変 え ず に 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 少 し だ け 上

に 引 き 上 げ て 手 掛 け 部 ５ ０ に 下 方 か ら ユ ー ザ の 手 指 が 入 る よ う に す る こ と を 検 討 す る 。 例

え ば 手 掛 け 部 ５ ０ の 前 部 ５ １ の 下 端 部 の 高 さ 位 置 を 高 く 設 定 す る こ と で 、 つ ま り 前 部 ５ １

の 上 下 方 向 の 高 さ 寸 法 を 小 さ く す る こ と で も 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 少 し 上 に 引 き 上 げ る こ

と で ユ ー ザ の 手 指 が 入 る よ う に な る 。 し か し 、 前 部 ５ １ の 上 下 方 向 の 高 さ 寸 法 を 小 さ く す

る と 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 強 度 が 下 が っ て し ま う 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ に は 数 百 ｍ ｌ か ら 千 ｍ ｌ
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程 度 の 洗 濯 処 理 剤 を 貯 留 す る こ と が で き る た め 、 洗 濯 処 理 剤 の 重 量 と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の

重 量 と を 合 わ せ た 重 量 は 、 相 当 な 重 量 と な る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 強 度

を 下 げ る こ と は 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 破 損 に つ な が る 虞 が あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 こ れ に 対 し て 、 手 掛 け 部 ５ ０ は 、 上 方 に 向 け て 窪 ま せ た 凹 部 ５ ３ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 凹 部 ５ ３ は 上 方 に 向 か っ て 窪 ん で 形 成 さ れ て い る の で 、 前 部 ５ １ の 上 下

方 向 の 高 さ 寸 法 を 小 さ く し な く て も 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 少 し 上 に 引 き 出 す こ と で ユ ー ザ

の 手 指 が 入 る 程 度 に ま で 凹 部 ５ ３ を 露 出 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 手 掛 け 部

５ ０ を 把 持 す る 際 に 、 手 指 例 え ば 親 指 を 凹 部 ５ ３ に 当 て る こ と で 、 安 定 的 に 処 理 剤 タ ン ク

４ ０ を 引 き 上 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 収 容 部 ２ １ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た 状 態 で 前 記 処 理 剤 タ ン ク の

移 動 を 規 制 す る 規 制 部 ６ １ を 有 す る 。 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２

１ に 収 容 さ れ た 状 態 で 着 脱 可 能 に 規 制 部 ６ １ と 互 い に 嵌 り 合 う 被 規 制 部 ６ ２ を 有 す る 。 手

掛 け 部 ５ ０ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と の 嵌 め 合 い が 外 れ る 位 置

ま で 引 き 上 げ た 状 態 で 、 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と が 嵌 り 合 っ た 状 態 よ り も 露 出 量 が 増

え る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 取 り 出 す た め に は 、 ま ず 規 制 部 ６ １ と 被

規 制 部 ６ ２ と の 嵌 め 合 い を 外 す 必 要 が あ る が 、 規 制 部 ６ １ と 被 規 制 部 ６ ２ と の 嵌 め 合 い を

外 す た め に 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 距 離 Ｈ だ け 引 き 上 げ る と 、 ユ ー ザ は 手 掛 け 部 ５ ０ に 手 指 を

掛 け や す く な る 。 し た が っ て 、 一 層 ユ ー ザ が 手 掛 け 部 ５ ０ に ア ク セ ス し や す く な り 、 ユ ー

ザ の 操 作 性 を 更 に 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 凹 部 ５ ３ は 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の タ ン ク 本 体 ４ １ に 向 か っ て 延 び て ユ ー ザ の 手 指 を 上 方

か ら 受 け る 上 端 部 ５ ３ １ を 有 す る 。 す な わ ち 、 凹 部 ５ ３ は 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 前 部 ５ １ を 単

に 切 り 欠 い て 形 成 し た 切 欠 き 形 状 で は な く 、 三 次 元 的 な 曲 面 又 は 複 数 の 平 面 を 有 す る い わ

ば ト ン ネ ル 形 状 を 有 す る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 上 端 部 ５ ３ １ が 手 指 を 受 け る の で 、 線 で は な く 面 で 手 指 と 手 掛 け 部 ５ ０

と が 接 触 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 凹 部 ５ ３ の 手 指 へ の あ た り が ソ フ ト に な る 。 更 に 、

上 述 の よ う に 数 百 ｍ ｌ か ら 千 ｍ ｌ 程 度 の 洗 濯 処 理 剤 を 投 入 さ れ た 状 態 で 、 処 理 剤 タ ン ク ４

０ は か な り の 重 量 と な る 。 そ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 ユ ー ザ は 線 で は な く 面 で 処 理 剤 タ

ン ク ４ ０ を 支 え る た め 、 ユ ー ザ は 、 洗 濯 処 理 剤 を 含 ん だ 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 重 量 を 安 定 し

て 支 え る こ と が で き る 。 更 に 、 凹 部 ５ ３ は ト ン ネ ル 形 状 を 有 し て 上 下 方 向 、 前 後 方 向 及 び

左 右 方 向 に 延 び る 面 を 形 成 す る の で 、 手 掛 け 部 ５ ０ の 強 度 を 、 凹 部 ５ ３ が 設 け ら れ て い な

い 場 合 と 比 較 し て 強 化 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ の 操 作 性 と 処 理 剤 タ ン ク ４

０ の 強 度 と を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 （ 他 の 実 施 形 態 ）

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 な お 、 上 記 各 実 施 形 態 に お い て は 、 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 が 側 面 視 で 水 平 方 向 に 延 び る よ う

に 構 成 さ れ た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 は 、 水 平 方 向

に 対 し て 傾 斜 し て 構 成 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 す な わ ち 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ は 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 傾 斜

し て い て も 良 い 。 例 え ば 、 上 端 部 ５ ３ １ は 図 １ ４ に 示 す よ う に 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 下

が る よ う に 傾 斜 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は 上 方 か ら 凹 部 ５ ３ に 手 指 を 差 し 込 む た め

、 ユ ー ザ の 差 し 込 み 方 向 と 凹 部 ５ ３ の 傾 斜 方 向 と が 一 致 し て 、 ユ ー ザ が 手 指 を 挿 入 し や す
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く な る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 一 方 、 上 端 部 ５ ３ １ は 図 １ ５ に 示 す よ う に 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 上 が る よ う に 傾 斜 し

て も 良 い 。 こ の 場 合 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ か ら 取 り 出 さ れ た 後 は 、 例 え ば 外 箱

１ １ の 天 面 部 １ １ １ に 置 か れ た 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 把 持 す る 場 合 な ど 、 ユ ー ザ の 手 指 が 下

方 か ら 凹 部 ５ ３ に 挿 し 込 ま れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 そ の 際 、 上 端 部 ５ ３ １ が 前 方 か ら 後 方

に 向 か っ て 上 が る よ う に 傾 斜 し て い る 場 合 、 ユ ー ザ の 差 し 込 み 方 向 と 凹 部 ５ ３ の 傾 斜 方 向

と が 一 致 し て 、 ユ ー ザ が 手 掛 け 部 ５ ０ を 把 持 し や す く な る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 こ れ ら 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ は 、 水 平 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て

い る 。 つ ま り 、 上 端 部 ５ ３ １ の 前 端 部 の 床 面 か ら の 高 さ 位 置 と 後 端 部 の 床 面 か ら の 高 さ 位

置 と は 一 致 し な い 。 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ は 、 例 え ば 手 掛 け 部 ５ ０ の 前 端 部 か ら タ ン ク

本 体 ４ １ に 向 か っ て 下 降 す る よ う に 傾 斜 し て も 良 い し 、 タ ン ク 本 体 ４ １ に 向 か っ て 上 昇 す

る よ う に 傾 斜 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ に 傾 斜 が 付 い て い る こ と に よ り 、 ユ ー ザ の 手 指

が よ り 一 層 凹 部 ５ ３ に フ ィ ッ ト し や す く な る 。 例 え ば 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に

収 容 さ れ た 状 態 で 、 ユ ー ザ は 上 方 か ら 手 指 を 凹 部 ５ ３ に 挿 し 込 む こ と に な る 。 そ の た め 、

例 え ば 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ が タ ン ク 本 体 ４ １ に 向 か っ て 下 降 す る よ う に 傾 斜 す る 場 合

、 凹 部 ５ ３ が 水 平 に 延 び る 場 合 と 比 較 し て 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ が 収 容 部 ２ １ に 収 容 さ れ た

状 態 で 凹 部 ５ ３ に ユ ー ザ は 手 指 を 挿 入 し や す く な る 。 ま た 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 収 容 部 ２

１ か ら 取 り 外 し た 状 態 で は 、 ユ ー ザ は 手 掛 け 部 ５ ０ の 下 方 か ら 手 指 を 挿 入 す る こ と が 想 定

さ れ る 。 例 え ば 凹 部 ５ ３ の 上 端 部 ５ ３ １ が タ ン ク 本 体 ４ １ に 向 か っ て 上 昇 す る よ う に 傾 斜

す る 場 合 、 凹 部 ５ ３ が 水 平 に 延 び る 場 合 と 比 較 し て 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ を 収 容 部 ２ １ か ら

取 り 外 し た 状 態 で ユ ー ザ は 手 指 を 凹 部 ５ ３ に 挿 入 し や す く な る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ の 操

作 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 更 に 、 上 記 各 実 施 形 態 に お い て 規 制 機 構 ６ ０ は 、 収 容 部 ２ １ 側 に 設 け ら れ た 一 対 の 規 制

部 ６ １ が 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に 設 け ら れ た 被 規 制 部 ６ ２ を 間 に 挟 み 込 ん で 処 理 剤 タ ン ク ４

０ の 移 動 を 規 制 す る 構 成 と し た が 、 こ れ に 限 ら な い 。 す な わ ち 、 規 制 機 構 ６ ０ は 、 収 容 部

２ １ 側 に 設 け ら れ た 規 制 部 と 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に 設 け ら れ た 被 規 制 部 と が 、 何 ら か の 方

法 に よ っ て 互 い に 力 を 及 ぼ し 合 っ て 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 移 動 を 規 制 す る 構 造 で あ れ ば よ

い 。 例 え ば 、 収 容 部 ２ １ 側 に 設 け ら れ た 規 制 部 が 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ 側 に 設 け ら れ た 一 対

の 被 規 制 部 に 挟 み 込 ま れ る こ と で 、 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 移 動 を 規 制 す る 構 成 と し て も 良 い

。 つ ま り 、 こ の 場 合 規 制 部 と 被 規 制 部 と は 、 嵌 め 合 い の 際 に い ず れ が 他 方 に 挿 入 さ れ 、 い

ず れ が 他 方 を 受 け 入 れ る 構 成 で あ っ て も 良 い 。 更 に 、 上 記 各 実 施 形 態 に お い て 規 制 部 ６ １

と 被 規 制 部 ６ ２ と は 、 嵌 め 合 い に よ っ て 移 動 を 規 制 す る 構 成 と し た が 、 例 え ば 磁 石 で 構 成

し 磁 石 の 吸 着 力 を 利 用 し て 処 理 剤 タ ン ク ４ ０ の 移 動 を 規 制 す る 構 成 で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 以 上 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 例 と し て 提 示

し た も の で あ り 、 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る こ と は 意 図 し て い な い 。 こ れ ら 新 規 な 実 施 形 態 は

、 そ の 他 の 様 々 な 形 態 で 実 施 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、

種 々 の 省 略 、 置 き 換 え 、 変 更 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ ら 実 施 形 態 や そ の 変 更 は 、 発 明 の

範 囲 や 要 旨 に 含 ま れ る と と も に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と そ の 均 等 の 範 囲 に 含

ま れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 １ ０ … 洗 濯 機 、 １ １ … 外 箱 、 １ ２ … 水 槽 、 ２ １ … 収 容 部 、 ２ １ １ … 開 口 部 、 ２ １ ２ … 底

部 、 ３ ０ … 処 理 剤 ケ ー ス 、 ３ １ … 壁 部 、 ３ ７ … 切 欠 き 部 、 ４ ０ … 処 理 剤 タ ン ク 、 ４ １ … タ

ン ク 本 体 、 ５ ０ … 手 掛 け 部 、 ５ １ … 前 部 、 ５ ２ … 側 部 、 ５ ３ … 凹 部 、 ５ ３ １ … 上 端 部 、 ６

10

20

30

40

50



(15) JP  2022-190411  A   2022.12.26

０ … 規 制 機 構 、 ６ １ … 規 制 部 、 ６ ２ … 被 規 制 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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